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EZR を用いた演習の手引き 

作成日： 2025 年 3 月 1 日 

作成者：  原田 亜紀子 

演習用データの内容

500 人（男性 160 人，女性 340 人）の健康診査の結果および生活習慣についての仮想

データ（Microsoft Excel ファイル）です。 

 EZR とは

EZR は，統計解析に用いられるプログラミング言語である R の GUI 環境の 1 つである

R コマンダーを，自治医科大学附属さいたま医療センターの神田善伸教授が医学統計用にカ

スタマイズしたものです。

本教材は，  R Version 4.2.2，R コマンダー  Version 2.8-0，EZR Version 1.6.1

（Windows 版）で動作確認済みです。 

A EZR の導入と基本操作 

① EZR のインストール

①自治医大付属埼玉医療センターのホームページにアクセスする。

https://www.jichi.ac.jp/saitama-sct/SaitamaHP.files/statmed.html 

②使用している OS に合わせて，セットアップファイルをダウンロードする。

③ダウンロードした「EZRsetup」をクリックし，インストールを開始する。

④インストール先を指定する。

⑤「次へ」で作業を進める。
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② EZR の起動とデータの読み込み  

①ショートカット（右図）をクリックするなどして，EZR を起動する。 

②EZR を起動すると，2 つの画面が表示される。下図左の R コンソール画面

は，基本的に操作する必要はなく，下図右の R コマンダー画面を操作する。 

  

R コンソール画面             R コマンダー画面 

 

③データは直接入力することも，外部ファイルを読み込む（インポートする）こともできる。

読み込み可能なデータ形式には，SPSS ファイル，Excel スプレッドシート，CSV ファイ

ル，SAS データファイル，Stata データファイルなどがある。今回は，事前にダウンロー

ドした「dataset_2.xlsx」を用いる。 

④[ファイル]-[データのインポート]-[Excel のデータをインポート]を選択する。 

⑤データが読み込まれる。 
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⑥データセットを編集する場合は[編集]をクリックする。 

⑦編集画面で，変数名やデータ型，入力値の修正などが行える。たとえば変数名の変更は，

変数名をクリックすると「変数エディタ」が表示され，可能になる。 

  

 

B データの種類と分布 

① 度数分布表とヒストグラムの作成  

a データの値の範囲を調べる（体重の集計の例）  

①[統計解析]-[連続変数の解析]-[連続変数の要約]を選択する。 

②数値の要約を行う変数（演習例では「体重」）を選択し，[OK]を選択する。 
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③出力画面に要約統計が表示される。演習例では，対象数（n）は 500 例，平均 56.45，最

小値（0%）34，最大値（100%）99 となる。 

 

④②において，[層別して要約]→[性別…男 1…女 2]を選択したのち，[OK]を選択すると，

男女別に集計される。 

 

 

b 階級ごとに集計する  

①[グラフと表]-[ヒストグラム]を選択する。 

②表示する変数と群別する変数を選択し，[OK]を選択する。演習例では，それぞれ[体重]，

[性別]である。 

  

③ヒストグラムが表示される。 



5 
 

 

 

② 基本統計量の算出  

①[標準メニュー]-[統計量]-[要約]-[数値による要約]を選択する。 

 

 

②出力する変数と統計量を選択する。統計量については，平均，標準偏差，標準誤差，四分

位範囲，変動係数，分位数などが選択できる。 

    

③結果が出力される。下図の mean は平均，sd は標準偏差，IQR は四分位範囲である。 
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C 関連の指標 

① 散布図の描画 

①[グラフと表]-[散布図]を選択する。 

②X と Y の変数を指定し，[OK]をクリックする。今回は，「腹囲」と「収縮期血圧」を指定

する。 

  

 

③散布図が出力される。 
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② 相関の分析 

①[統計解析]-[連続変数の解析]-[相関係数の検定（Pearson の積率相関係数）]を選択する。 

②相関を分析したい 2 変数を選択し，[OK]をクリックする。今回は，「収縮期血圧」と「腹

囲」を指定する。 

  

 

③結果が出力される。 

 

 

■ 参考 スピアマンの順位相関係数 

 対象とする変数が正規分布していない場合は，ノンパラメトリックな手法であるスピアマ

ンの相関係数による分析を行う。 

①[統計解析]-[ノンパラメトリック検定]-[相関係数の検定（Spearman の順位相関係数）]を

選択する。 

②相関を分析したい 2 変数を選択し，[OK]をクリックすると，結果が出力される。 
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③ 回帰分析 

①[統計解析]-[連続変数の解析] -[線形回帰（単回帰、重回帰）]を選択する。 

②目的変数と説明変数を選択し，[OK]をクリックする。今回は「収縮期血圧」と「腹囲」

を選択する。 

  

 

③結果が出力される。 
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D 統計分析 

① 独立性の検定（χ2 検定） 

①[統計解析]-[名義変数の解析]-[分割表の作成と群間の比率の比較]を選択する。 

②行・列の変数と検定の種類を選択する。今回は「性別」と「睡眠問題」について選択し，

カイ 2 乗検定を行う。 

③結果が出力される。 

  

 

■ 参考 

 クロス集計表が手元にある場合は，以下の方法で独立性の検定が可能である。 

①[統計解析]-[名義変数の解析]-[分割表の直接入力と解析]を選択する。 

②行数と列数を選択し，それぞれのセルに値を入力し，検定の種類を選択する。 

③結果が出力される。 

  

 

② 対応のある場合の t 検定 

①[統計解析]-[連続変数の解析]-[対応のある群間の平均値の比較（paired t 検定）] 

②2 変数を選択し，検定を行う。今回は「腹囲」と「介入後の腹囲」を指定する。なお，

「介入後の腹囲」は「メタボ判定」が 3 の人のみに存在する変数なので，条件式に「メタ
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ボ判定==3」と入力することで対象を絞り込んでいる。 

  

 

③結果が出力される。 

 

 

③ 等分散性の検定 

①[統計解析]-[連続変数の解析]-[2 群の等分散性の検定（F 検定）]を選択する。 

②目的変数と，グループを分ける変数を指定する。ここでは，「γ-GTP」と「喫煙習慣」を

指定する。 

③結果が出力される。 
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④ 分散が等しい場合の t 検定 

①[統計解析]-[２群間の平均値の比較（ｔ検定）]を選択する。 

②目的変数と比較する群を分ける変数を指定し，「等分散と仮定しますか？」で「はい」を

選択する。今回は，変数に「γ-GTP」と「喫煙習慣」を指定する 

③結果が出力される。 

  

 

⑤ 分散が等しくない場合の t 検定（ウェルチの t 検定） 

 「④分散が等しい場合の t 検定」の，②において「等分散と仮定しますか？」を「いいえ」

にすると，ウェルチの t 検定を行うことができる。 


